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共现名词 频数 MI LD 
1 汗 17 9.53 6.61 
2 歯 16 9.67 6.74 
3 体 14 6.07 3.26 
4 身体 11 7.81 4.95 
5 腰 10 8.34 5.45 
6 氷 8 9.70 6.62 
7 色 8 6.58 3.76 
8 足 6 6.47 3.63 
9 血管 6 9.39 6.29 
10 脂 6 10.43 7.07 
11 代 6 6.60 3.76 
12 ボール 6 7.89 4.98 
13 雲 5 8.18 5.22 
14 部分 5 5.61 2.79 
15 踵 5 10.40 6.96 
16 油 5 8.07 5.12 
17 人 5 1.88 ‐0.91 
18 顔 4 4.62 1.81 
19 笑み 4 9.12 5.96 










っている 16 個の名詞は共起頻度、MI スコアと
LD 係数から見ればみな「が浮く」との共起関係


















た。  (谷川健一責任編集 『日本民俗








































































































































































































































袋, 2005, 自動車) 
この別義に触れたのは『新』だけ
‐7 - 
で、「歯が浮く」もこの別義の帰属さ
れた。本稿で「歯が浮く」を別に挙げ
たのは、それが３つの意味（4.2.3 参
照）を含んでいる慣用表現であり、学
習者にとって多雑からである。また、
「部分が浮く」の共起関係も強く、学
習者に習得させる必要があると考えら
れる。 
 
5. まとめ 
本稿では日本語学習者の立場から「浮く」
の別義分析を行った。辞書に挙げられている
別義が多かったり、少なかったりであるた
め、どの辞書に従えばいいか、多種多様な別
義を全部覚える必要性があるかどうか、実に
学習者を悩ませている。NLB で検索した共起
頻度、MIスコアと LD係数によって、「～が浮
く」と共起関係が強い名詞が判断できる。こ
れらの共起に基づいて別義を考察し、別義の
使用される順位をつけた上で、学習者に習得
させるのは科学的にも効率的にもなる方法で
ある。「浮く」の別義と使用される順位は以
下のとおりである。 
多義的別義（1）物が底や地面などから離れ
て空中などに存在する。 
多義的別義（2）皮膚の表面に、分泌物や斑
点などが現れる。 
多義的別義（3）歯がゆるんだりしっかり固
定しない状態になる。 
多義的別義（4）腰が不安定な態勢になる。 
多義的別義（5）顔に不機嫌そうな表情が現
れる。 
多義的別義（6）うまく処理したために、金
銭が予定より少なくて済み、余分が出る。 
多義的別義（7）野球やテニスなどで、投球や
打球が制球力をなくして浮き上
がったようになる。 
多義的別義（8）本体の一部が遊離したりが
たが来たりする。 
本研究は以下の科学研究費助成事業の中間
成果である。 
①2017 年度中国、国家社会科学基金一般項
目：＜発話行為分析のための日本語のマルチ
モーダルコーパスの構築及び応用についての
研究＞、17BYY192 
②2016 年度遼寧省社会科学院企画項目：＜
ビ デオコーパスに基づいた日本語間接行為
の語用研究＞，ZX20160637  
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